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功
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四
月
二
十
六
日
、
産
業
構
造
の
高
度
化
、
雇
用
の
場
確
保
、
技
術
の
保
存
、
伝
承
に
努
め
、
市
の
産
業
振
興
に
貢
献
の
あ
っ

た
個
人
、
団
体
を
た
た
え
る
「
五
所
川
原
市
地
場
産
業
功
労
賞
」
の
表
彰
式
が
市
長
公
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
制
定
さ
れ

一一
度
目
とな
る
今
回
は
、
次
の
三
人
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
、
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
の
盾
を
贈
ら
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
新
谷
さ
ん
が
「
こ
の
栄
誉
を
誇
り
に
、
今

後
と
も
よ
り
一
層
地
場
産
業
の
振
興

に
尽
カ
す
る
決
意
で
す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

〈受
賞
者
の
紹
介
〉
 

新
 
谷
 
与
惣
治
 
氏
（七
五
歳
）
 

市
内
柏
原
町
六
五
 

（
新谷
畳
店
）
 

永
年
に
わ
た
り
日
本
の
伝
統
と
風

土
の
な
か
で
育
ま
れ
た
製
造
技
術
を

先
代
か
ら
守
り
「
づ
け
、
伝
承
に
努

め
た
ほ
か
、
五
所
川
原
畳
組
合
長
と

し
て
後
継
者
の
育
成
指
導
に
尽
力
さ

れ
、
さ
ら
に
は
柏
原
町
納
税
貯
蓄
組

合
長
・
民
生
委
員
を
努
め
る
な
ど
地

域
社
会
と
産
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
 

鶴
 
谷
 
久
 
造
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（
七一
一
一
歳
）
 

市
内
大
町
 

（鶴
喜
餅
屋
）
 

先
代
よ
り
操
業
以
来
の
技
法
を
受

け
継
ぎ
、
現
代
の
機
械
化
に
も
か
か

わ
ら
ず
手
造
り
の
手
法
で
素
朴
で
深

み
の
あ
る
独
自
の
風
味
と
、
自
然
の

素
朴
を
生
か
し
た
「
鶴
喜
」
の
餅
を

頑
固
な
ま
で
に
守
り
「
づ
け
る
と
と

も
に
、
低
価
格
で
販
売
す
る
な
ど
産

業
振
興
と
地
域
経
済
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
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昭
和
四
＋
二
年
創
業
開
始
以
来
永

年
に
わ
た
り
、
雇
用
機
会
の
確
保
拡

大
並
び
に
産
業
構
造
の
高
度
化
を
図

る
と
と
も
に
、
青
森
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
及
び
木
造
高
等
技
術
専

門
校
の
訓
練
推
進
員
・
青
森
県
労
務

駐
在
員
、
更
に
は
人
権
擁
護
委
員
等

多
く
の
要
識
を
努
め
ら
れ
、
産
業
経

済
の
振
興
と
人
権
の
擁
護
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
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二
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け
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な
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同
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三
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し
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表
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は
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表
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し
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が

「こ
の
栄
誉
を
誇
り
に
、
今

後
と
も
よ
り
一
一
府
地
場
産
業
の
振
興

に
尽
力
す
る
決
意
で
す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

〈受
賞
持
の
紹
介
〉

新

谷

与

惣

治

氏

(

七

五

歳
)

市
内
柏
原
町
六
五

(
新
谷
丑
府
)

永
年
に
わ
た
り
材
木
の
伝
統
と
風

土
の
な
か
で
育
ま
れ
た
製
造
技
術
を

先
代
か
ら
守
り
つ
づ
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伝
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努
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五
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川
原
畳
組
合
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と

し
て
後
継
者
の
育
成
指
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に
尽
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さ
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、
さ
ら
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柏
原
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納
税
貯
蓄
組

合
長

・
民
生
委
員
を
努
め
る
な
ど
地

域
社
会
と
産
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

鶴

久
造
氏
(
七
三
歳
)

市
内
大
町

一
一

(鶴
喜
餅
出
)

谷

先
代
よ
り
操
業
以
来
の
技
法
を
受

け
継
ぎ
、
現
代
の
機
械
化
に
も
か
か

わ
ら
ず
手
造
り
の
手
法
で
素
朴
で
深

み
の
あ
る
独
自
の
風
味
と
、
自
然
の

素
朴
を
生
か
し
た
「
鶴
喜
」
の
餅
を

頑
岡
な
ま
で
に
守
り
つ
づ
け
る
と
と

も
に
、
低
価
格
で
販
売
す
る
な
ど
産

業
振
興
と
地
域
経
済
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

山

口

千
代
一
氏

(七
三
歳
)

市
内
民
沙
門
宇
中
熊
石
一
一一一

ー
一

(
附
タ
イ
セ
ン
)

2 平成7iド5月1511

昭
和
問
十
二
年
創
業
開
始
以
来
永

年
に
わ
た
り
、
雇
用
機
会
の
確
保
拡

大
並
び
に
産
業
構
造
の
高
度
化
を
図

る
と
と
も
に
、
青
森
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
及
び
木
造
高
等
技
術
専

門
校
の
訓
練
推
進
員

・
青
森
県
労
務

駐
在
員
、
更
に
は
人
権
擁
護
委
員
等

多
く
の
要
識
を
努
め
ら
れ、

産
業
経

済
の
振
興
と
人
権
の
擁
護
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

寸
第
六
回

ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り

「
ー
県
下
短
歌
大
会
の
優
秀
作
品
を
紹
介

美
L
虫
、
摘
の
紫
に
身
吃
つ
の
み
羽
化
待
。
嬬
の
V
の
よ
JL
4

(私
品川
)
片
桐
よ

L
手

-
有
題

「-
S
A

」

-3

刊
題

「ま」

牲
4
』伝
ふ
運
ム
ザ
の
ま
ま
に
r
H

ま
虫
、り
の
校
特
仏J
一り
L
雄

、町
品
作

令
む

(弘
常
)
花
田

波

邑

-
有
題

「ま
」

ブ
ロ
ッ
コ
リ
!
に
同
じ
色
ぜ
る
女
動
く
叫
る
く
な
り

L
t干
の

厨
に

(
五
所
川
原
)
野
q
恒
三
杖
手

有
麹

「土
」

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
柔
ら
を
k
一
気
に
町
け
よ
る
エ
夫
の
枇
よ

り
土
こ
ば
れ
く
る

(
五
所
川
原
)
骨

名

古

杖



宿
題
「
土
」
 
五

千
年
の
幻
あ
は
れ
発
振
の
土
し
ろ
じ
ろ
と
湯
気
電
吐
き
吃

り
 
（
青

森
）
大
平
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嘱
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皆
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し
く
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な
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目
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と
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の
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治
宝
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助
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事

業

で
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話

一
 
防

歓
火
活動

用
パ
ソ

コ
ン
を
壮
衣備
 
一
 

r
 

三
好
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
勲
 

市
内
神
山
地
区
の
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
 

セ
ン
タ
ー
で
、
四
月
二
十
日
か
ら
五

月
五
日
ま
で
の
期
間
、
県
内
の
花
ま

つ
り
の
ト
ッ
プ
を
飾
っ
て
「
第
六
回

ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
 
が行
わ
 

れ
ま
し
た
。
初
日
の
開
会
式
に
は
、
 

親
子
連
れ
の
市
民
や
関
係
者
ら
約
一
一

百
人
が
出
席
し
、
ミ
ス
津
軽
平
野
ク

イ
ー
ン
の
成
田
学
さ
ん
た
ち
の
テ
ー
 

プ
カ
ッ
ト
で
開
幕
し
ま
し
た
。
こ
の

あ
と
昨
年
完
成
し
た
「
曲
水
の
館
」
 

を
バ
ッ
ク
に
五
所
川
原
幼
稚
園
の
園
 
 

児
た
ち
が
、
春
を
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
元
気
一
杯
の
和
太
鼓
を
熱
演
し
、
 

観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
寒
紅

梅
や
紅
千
鳥
な
ど
約
二
千
本
の
梅
林

が
あ
り
紅
梅
、
白
梅
と
も
見
ご
ろ
と

な
っ
た
四
月
二
十
九
日
か
ら
の
ゴ

ー
 

ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
に
は
、
大
勢
の
家

族
連
れ
が
訪
れ
、
岩
木
山
と
長
橋
大

溜
池
が
望
ま
れ
る
壮
大
な
自
然
の
中

で
、
春
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
 

！
ー緑
を
大
切
に
 

」
 

（
 
潤
い
の
あ
る
生
活
を
】
 

r
環
境
緑
化
ま
つ
り
監
 

市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
で
、
四

月
二
十
七
日
か
ら
三
日
間
「
第
二
十
 

三
回
環
境
緑
化
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

緑
を
求
め
る
大
勢
の
市
民
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
会
場
で
は
庭
園
樹
や
鉢
花
、
 

山
草
類
が
展
示
即
売
さ
れ
、
初
日
に

訪
れ
た
六
百
人
の
方
に
は
ベ
ニ
シ
タ

ン
の
苗
木
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
新
入
生

に
は
入
学
記
念
樹
と
し
て
梅
や
あ
ん

ず
の
苗
木
千
百
九
十
七
本
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

三
好
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

（成

田
さ
き
急
部
長
）
が
、
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
「
て
い
る
平

成
六
年
度
の
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
 

（自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
）
で
百

万
円
の
助
成
を
受
け
、
防
災
活
動
用

パ
ソ
コ
ン
を
備
え
ま
し
た
。
 

こ
の
助
成
事
業
は
、
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝
く
じ
受
託
事
業
の
収
入

を
財
源
に
、
 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
発
な
団
体
に
助
成
し
て
い
る
も
の

で
、
同
防
火
ク
ラ
ブ
の
積
極
的
な
防

火
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

今
回
購
入
し
た
も
の
は
、
パ
ソ
コ

ン
二
台
、
ワ
ー
プ
ロ
ー
台
、
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
三
台
で
火
災
や
地
震
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
た
時
の
行
動
や
避

難
場
所
を
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
映
し

出
し
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
災
害
体
験
、
火
災
予

防
の
た
め
の
住
宅
防
火
診
断
を
し
、
 

ま
た
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
各
種
活

動
に
伴
う
チ
ラ
シ
や
文
書
の
作
成
、
 

防
災
活
動
（
の
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
等

の
使
用
に
よ
り
防
災
広
報
の
実
施
や

防
災
教
育
の
推
進
、
防
火
思
想
の
高

揚
を
図
る
も
の
で
す
。
 

曾
意
の
花
か
ご

口
I

っ
も
あり
が
と
つ
」
×こ
ま
す
 

＠
財
団
法
人
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
（
 

〇
寺
田
有
宏
氏
（
石
岡
字
藤
巻
一
〇
七
ー
一
）
H

二
十
万
円
。
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五
千
官
庁
の
わ
あ
は
れ
発
活
の
土

L
ろ
じ
る
k
湯
気
吃
吐
一
虫
、
吃

(
呉
川
森
)
太
平

洋

子

止一

1首
題

「

緑

を

大

切

に

園

田
潤
い
の
あ
る
生
活
を
国

F
環
境
緑
化
ま
つ
り
L

「園田「

自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
で

血

防
災
活
動
用
パ
ソ
コ
ン
を
装
備

問

二
好
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
L

り払
刊
の
・
」
h
k
f
h

保
は
り
土

μ
L右
前
の
炉
、
さ

L
く
特
の
開
耗
う
な

Jf
イ

(

五
所
川
原
)
占
ム

キ
美

は
A
J

ほ
の
と
咲
く
弘
枠
の
幼
な
ネ

μ
Aブ
企
庁
の
雪
の
圧

L
侮
妓

(
脊
森
)
'山
本

透

者

切ーパ〕

特
件
嘱
凶

席
題

市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
で
、
四

月
二
十
七
日
か
ら
三
日
間

「第
二
十

三
好
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

(成

田
さ
き
ゑ
部
長
)
が
、
財
同
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
平

成
六
年
度
の
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業

(
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
)
で
百

万
円
の
助
成
を
受
け
、
防
災
前
動
用

パ
ソ
コ
ン
を
備
え
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝
く
じ
受
託
事
業
の
収
入

を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の

活
発
な
団
体
に
助
成
し
て
い
る
も
の

で
、
同
防
火
ク
ラ
ブ
の
積
倒
的
な
防

火
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
同
購
入
し
た
も
の
は
、

パ
ソ
コ

ン
二
台
、
ワ
ー
プ
ロ

一
台
、
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
三
台
で
火
災
や
地
震
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
た
時
の
行
動
や
避

難
場
所
を
パ
ソ

コ
ン
の
画
面
に
映
し

問
し
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る

ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
災
害
体
験
、
火
災
予

防
の
た
め
の
住
宅
防
火
診
断
を
し、

ま
た
、
対
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
各
碕
活

動
に
伴
う
チ
ラ
シ
や
文
許
の
作
成
、

防
災
活
動

へ
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等

の
使
用
に
よ
り
防
災
広
報
の
実
施
や

防
災
教
育
の
推
進
、
防
火
思
想
の
高

槻
を
阿
る
も
の
で
す
。

特
科
嘱
凶

7奪
題

る

時
圏
春
満
開
山

の
縁
に

血

紅

梅

の
花

色

鮮

か

な

4
J

、

醐

u

f

M

T

F

F

o

，G
J

北

限

の

梅

ま

つ

児
た
ち
が
、
春
を
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
元
気

一
杯
の
和
太
鼓
を
熱
演
し
、

観
存
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
寒
紅

仰
や
紅
千
鳥
な
ど
約
二
千
本
の
栴
林

が
あ
り
紅
梅
、

h
仰
と
も
けん
ご
ろ
と

な
っ
た
同
月
二
十
九
円
か
ら
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
大
勢
の
家

族
連
れ
が
訪
れ
、

川前
木
山
と
長
備
大

溜
池
が
虫
ま
れ
る
壮
大
な
円
然
の
小

で
、
一
砕
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
仲
山
地
一仇
の
津
軽
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
で
、
四
月
二
十
け
か
ら
五

刀
五
円
ま
で
の
期
間
、
以
内
の
花
ま

つ
り
の
ト
ッ
プ
を
飾
っ
て

「第
六
川

ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
が
行
わ

三
同
環
境
緑
化
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

緑
を
求
め
る
大
勢
の
市
民
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
会
場
で
は
庭
岡
樹
や
鉢
花
、

山
立
穎
が
展
示
即
売
さ
れ
、
初
口
に

訪
れ
た
六
宵
人
の
方
に
は
ベ

ニ
シ
タ

ン
の
苗
木
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
小

・
巾
学
校
の
新
入
生

に
は
入
学
記
念
樹
と
し
て
梅
ゃ
あ
ん

ず
の
苗
木
千
百
九
十
七
本
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
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れ
ま
し
た
。
初
日
の
閉
会
式
に
は
、

親
子
辿
れ
の
市
民
や
凶
係
布
ら
約
二

行
人
が
川
席
し
、
ミ
ス
作
料
平
野
ク

イ
ー
ン
の
成
川
学
さ
ん
た
ち
の
テ
ー

フ
カ
ッ
ト
で
閉
幕
し
ま
し
た
こ
の

あ
と
昨
年
完
成
し
た

「出
ボ
の
館
」

を
パ
ッ
ク
に
4
所
川
以
幼
稚
闘
の
附

平成7年5)]1511 

善
意
の
括
か
ご

!
と
う
も
あ
り
が
と
う
、
』
さ
い
ま
す

。
財
団
法
人
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ

O
寺
田
有
宏
氏

(一点
岡
宇
藤
巻

一
O
七
l

二

日

二
十
万
円
。

3 



市
史
編
纂
だ
よ
り
 

『2
4
 

五
所
川
原
市
史
編
集
委
員
会
は
自

然

・
考
古

・
古
代
・
中
世
部会
、
近

世
部
会
、
近
・
現
代
部
会
の
三
部
会

か
ら
な
り
、
各
部
会
は
平
成
二
年
十

月
同
時
に
発
足
し
ま
し
た
。
近
世
部

会
の
委
員
は
豊
島
勝
蔵
・
浪
川
健
治
 

・

浅
倉
有
子
氏
と
私
で
す
。
 

近
世
部
会
の
活
動
は
、
ま
ず
当
市

域
に
関
す
る
近
世
の
文
献
史
料
を
全

て
収
集
す
る
べ
く
作
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
作
業
の
過
程
で
よ
り
一
層
の

効
果
を
期
す
た
め
に
、
そ
の
後
編
集

協
力
者
と
し
て
田
中
秀
和
（
宗
教史
）
 

・

坂
本
寿
夫

（
幕末
維
新
史
）
の
両

氏
が
加
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
編
集
委

員
長
の
長
谷
川
成
一
氏
（
近
世
史
）
 

が
お
ら
れ
る
と
い
う
、
強
力
な
ス
タ

ッ
フ
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 

か
く
て
、
二
年
間
に
わ
た
る
史
料

の
収
集
作
業
と
そ
の
後
二
年
ほ
ど
の

整
理
・
調
査
・
編
集
期
間
を
経
て
、
 

去
る
四
月
に
無
事
に
刊
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

市
民
の
皆
様
に
は
、
既
に
頁
を
開

い
て
ご
覧
に
な
り
、
色
々
と
ご
感
想

を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
し
て
、
市
史
編
集
作
業
 

近
世
部
会

で
史
料
の
収
集
・
調
査
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
一
端
を

申
し
上
げ
、
さ
ら
に
本
巻
の
特
徴
等

を
紹
介
し
て
ご
参
考
に
供
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
 

● 史
料
の
収
集
 

本
巻
は
古
代

・
中
世
・
近
世
の
文

献
史
料
を
集
成
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
 

そ
の
収
集
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

近
世
の
史
料
に
つ
い
て
言
え
ば
、
 

所
蔵
機
関
の
国
立
史
料
館

・
弘
前
市

立
図
書
館
・
五
所
川
原
市
歴
史
民
俗

資
料
館
等
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
収

集
は
比
較
的
容
易
で
す
が
、
困
難
を

伴
う
の
は
、
市
域
の
寺
社
や
個
人
所

蔵
の
史
料
収
集
で
あ
り
ま
す
。
 

特
に
個
人
所
蔵
の
史
料
に
つ
い
て

は
、
所
蔵
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
五
所
川
原
市
立
図
書
館
に
運

び
入
れ
、
平
成
三
年
と
翌
四
年
夏
の

二
度
に
わ
た
っ
て
、
近
世
と
近
・
現

代
の
両
部
会
合
同
で
大
規
模
な
学
術

調
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

五
所
川
原
市
に
と
っ
て
画
期
的
な
こ

と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

近
世
部
会
の
調
査
に
関
し
て
は
、
 

沼
田
哲
（
青
山
学
院
大
教
授
）
・
森田
 

黒
 
瀧
 
十

一
一
郎
 

武
（
埼
玉
大
教
授
）
両
先
生
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
田
中
秀
和
（
米
沢
女

子
短
大
講
師
）

・白
沢
加
代
子
・
滝
沢

き
よ
子
・
杉
浦
美
知子
氏
の
ご
協
力
、
 

さ
ら
に
地
元
の
北
奥
文
化
研
究
会
員

の
小
山
英
治
・
岩
崎
繁
芳
氏
、
そ
の

ほ
か
多
数
の
市
民
の
方
々
の
応
援
を

得
て
、
極
め
て
重
要
な
史
料
を
数
多

く
発
見
し
、
大
き
な
成
果
を
収
め
、
 

こ
の
史
料
編
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
 

但
し
分
類
整
理
し
て
調
査
さ
れ
た

史
料
は
、
調
査
終
了
後
拝
借
し
た
所

蔵
者
へ
一
点
ず
つ
袋
へ
入
れ
て
史
料

内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
返
し

致
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
史
料
の
取
り
扱
い

方
は
、
こ
の
よ
う
に
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
 ・

本
巻
の
特
徴
 

本
巻
は
古
代
・
中
世
編
と
近
世
編
 

I
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

前
者
は
小
口
雅
史
・
長
谷
川
成
一

氏
が
担
当
さ
れ
、
北
方
古
代
中
世
史
 

（当
市
域
を
含
む
）
に
関
す
る
、
主

と
し
て
蝦
夷
及
び
安
藤
氏
関
係
の
史

料
と
十
六
世
紀
に
於
け
る
西
北
五
地

方
の
情
勢
を
明
ら
か
に
し
う
る
史
料
 
 

を
掲
載
し
ま
し
た
。
 

但
し
、
残
さ
れ
て
い
る
史
料
が
少

な
い
た
め
、
本
巻
は
後
者
が
中
心
で

あ
る
こ
と
は
特
徴
の
ー
つ
で
、
近
世

部
会
の
委
員
が
担
当
致
し
ま
し
た
。
 

近
世
編
I
の
各
章
の
構
成
は
次
の
通

り
で
す
。
 

第
一
章
 
幕
藩
体
制
の
成
立
と
地

域
社
会
 

第
二
章
  
藩
政
の
確
立
と
地
域
社

会
 

第
三
章
 
中
期
藩
政
と
地
域
社
会

第
四
章
 
藩
政
改
革
と
地
域
社
会

第
五
章
 
社
会
不
安
と
天
明
飢
謹

第
六
章
 
新
田
地
域
の
信
仰
と
文
 

!4
I・

 

扱
っ
た
時
代
は
近
世
初
期
か
ら
天

明
期
ま
で
で
、
幕
藩
体
制
下
に
於
け

る
藩
政
の
動
き
の
中
で
、
当
市
域
の

歴
史
の
移
り
変
わ
り
を
理
解
で
き
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
し
た
主
な
史
料
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
 

支
配
者
側
の
立
場
か
ら
の
史
料
は
、
 

弘
前
藩
庁
日
記

・
御
用
格

・
検
地
帳
 

・

知
行
帳
・
村
名
改
称
井
新
村
創
立

調

・
各
寺
社
の
縁
起
（
以
上
弘
前
市

立
図
書
館
蔵
）
、津
軽
家
御
定
書
（
国

立
史
料
館
蔵
）
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

特
に
膨
大
な
量
の
弘
前
藩
庁
日
記
か

ら
当
市
域
に
関
す
る
記
事
を
抜
き
出

す
作
業
を
行
い
、
こ
の
日
記
を
最
大
 
 

限
に
活
用
し
た
史
料
編
は
、
五
所
川

原
市
史
が
本
県
市
町
村
史
編
纂
に
於

い
て
最
初
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
対
し
、
当
市
域
に
残
さ
れ

て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
近
世
農
村

地
域
の
在
方
文
書
で
あ
り
ま
す
。
平

山
日
記
の
ほ
か
、
平
山
家
文
書

（五

所
川
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）
 

阿
部
家
文
書

・
飯
塚
家
文
書
・
三
上

家
文
書
・
木
村
家
文
書

・
藤
田
家文

書

・
寺
田
家文
書
等
が
そ
れ
で
あ
り

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
支
配
者
側
の
史
料
と

在
方
文
書
と
を
噛
み
合
わ
せ
て
編
集

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
市
域
に
住

ん
で
い
た
近
世
の
人
々
の
生
活
を
浮

き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
 

こ
れ
は
当
市
域
に
ご
在
住
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
に
な

っ
た
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
 

引
き
続
き
史
料
編
2
下
巻
（
近
世

編
n
）
の
編
集
に
取
り
か
か
っ
て
お

り
ま
す
が
、
史
料
収
集
は
今
後
と
も

続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
か
ら
提
供
さ
れ
る
史
料
は
、
 

続
刊
予
定
の
下
巻
及
び
通
史
編
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
、
市
史
編
纂
事
務
局
へ
ご
連
絡
を

お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

”
三
四
ー
「
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史
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編
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巻
の

刊
行
を

終
え

て

棚
岬
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,
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川
川
史
料
編

2
上
巻
の
刊
行
を
終
え
て

m

近
世

部

会

黒

瀧

十

二

郎

で
史
料
の
収
集

・
調

汽

が

ど

の

よ

う

武

(崎
五
大
教
段
)
山
先
生
に
ご
指

に
行
わ
れ
て
き
た
か
、
そ
の

一
端

を

導

い

た

だ

き

、

出

中
芳
和

(米
沢
次

山中
し
卜
.げ
、
さ
ら
に
本
巻

の

特

徴

淳

子

短

大

活

師

)

・ハ
沢
加
代
チ

・
沌
沢

を
紹
介
し
て
ご
参
考
に
供
し

た

い

と

き

よ

fr
・杉
浦
美
知
子
氏
の
ご
協
力
、

作
じ
ま
す
。

さ

ら

に

地
ぺ
の
北
奥
丈
化
研
究
会
員

・

史

料

の

収

集

の
小
山
英
治

・
岩
崎
繁
芳
氏
、
そ
の

本
巻
は
い
山
代

・
小
山

・
近

世

の

文

ほ

か

多

数

の

市
民
の
い
刀
々
の
応
援
を

献
史
料
を
集
成
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
得
て
、
極
め
て
主
要
な
史
料
を
数
多

そ
の
収
集
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
く
発
見
し
、
大
き
な
成
果
を
収
め
、

と
は
4
2

日
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
史
料
編
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で

近
世
の
史
料
に
つ
い
て
九
一一口えば
、

き

ま

し

た

。

所
雌
機
関
の
国
立
史
料
館

・
弘
前
市

川

し
分
知
整
即
日
し
て
調
査
さ
れ
た

Ef
M
A
館

・

ι所
川
原
市
ぼ
史
民
俗
史
料
は
、
調
査
終
了
後
作
併
し
た
所

資
料
館
予
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
収

蔵
省
へ

一
点
ず
つ
袋
へ
入
れ
て
史
料

集
は
比
較
的
容
易
で
す
が
、
困
難
を
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
返
し

伴
う
の
は
、
市

域

の

寺

社

や

個

人

所

致

し

ま

し

た

。
本
当
に
あ
り
が
と
う

崎
の
史
料
収
集
で
あ
り
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
し
た
。
史
料
の
取
り
扱
い

併
に
個
人
所
蔵
の
史
料
に
つ
い
て
万
は
、
こ
の
よ
う
に
す
べ
き
も
の
と

は
、
所
蔵
弁
の
ご
埋
解
と
ご
協
力
に

与

え

て

お

り

ま

す

。

よ
り
、
五
所
川
原
市
立
凶
占
館
に
運

・

本

巻

の

特

徴

び
人
れ
、
一
千
成
三
年
と
翌
凶
年

夏

の

本

巻

は

古

代

・
中
世
編
と
近
世
編

二
度
に
わ
た

っ
て
、
近
世
と
近

・
現

ー
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。

代
の
両
部
会
合
同
で
大
規
模
な
学
術

前
告
は
小
U
雅
史

・
長
谷
川
成

一

調
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

氏

が

担

当

さ

れ

、
北
万
古
代
中
世
史

4
7附
川
原
市
に
と
っ
て
幽
期
的
な
こ

(当
市
域
を
今
日
む
)
に
閲
す
る
、
E

と

で

あ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

と

し

て

蝦

長

及

び

安

牒

氏

関

係

の

史

近
世
部
会
の
調
査
に
闘
し
で
は
、
料
と
卜
六
世
紀
に
於
け
る
西
北
五
地

沼
旧
哲
(
青
山
学
院
大
教
段
)
・森

田

方

の

情

勢

を

明
ら
か
に
し
う
る
史
料

μ
所
川
原
市
山
人
編
集
委
ハ
以
会
は
れ

然

・
身
ぃ
内

・
山
代

・
小
川
部
会
、
近

世
部
会
、
近

・
脱
代
部
会
の
J

一部
会

か
ら
な
り
、
各
部
会
は
千
成
二
年
卜

月
同
時
に
発
足
し
ま
し
た
。
近
世
部

会
の
委
以
は
豊
島
勝
蔵

・
浪
川
他
治

・
浅
A
A
有
子
氏
と
私
で
す
。

近
叶
一
部
会
の
活
動
は
、
ま
ず
当
ぃ
巾

域
に
閲
す
る
近
世
の
文
献
史
料
を
全

て
収
集
す
る
べ
く
作
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
作
業
の
過
程
で
よ
り

一
一肘の

効
果
を
則
す
た
め
に
、
そ
の
後
編
集

協
力
行
と
し
て
凶
中
芳
和
(宗
教
山人)

・
坂
本
万
犬

(幕
末
維
新
山人
)
の
岬

氏
が
加
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
編
集
委

μ
長
の
長
谷
川
成

一
氏

(近
世
史
)

が
お
ら
れ
る
と
い
う
、
強
・刀
な
ス
タ

ッ
フ
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

か
く
て
、
一
一
年
間
に
わ
た
る
史
料

の
収
集
作
業
と
そ
の
後
二
年
ほ
ど
の

盤
埋

・
調
査

・
編
集
則
問
を
経
て
、

去
る
阿
片
に
無
事
に
刊
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

市
川
氏
の
皆
棟
に
は
、
既
に
貞
を
開

い
て
ご
覧
に
な
り
、
色
々
と
ご
感
想

を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今

後
も

一
府
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
忠
い
ま
し
て
、
ぃ
巾
史
編
集
作
業

を
仰向山似
し
ま
し
た
。

川
一
し
、
残
さ
れ
て
い
る
史
料
が
少

な
い
た
め
、
本
法
]
は
後
告
が
中
心
で

あ
る
こ
と
は
特
徴
の
一
つ
で
、
近
叶
一

部
会
の
委
は
が
利
一
当
致
し
ま
し
た
。

近
世
編

l
の
各
な
の
梢
成
は
次
の
通

り
で
す
。

第

一
章

ル
砕
濯
体
制
の
成
立
と
地

域
社
会

溝
政
の
惟
包
と
地
域
社

会中
期
滞
政
と
地
域
社
会

滞
政
改
革
と
地
域
社
会

社
会
不
安
と
パ
明
飢
餓

新
聞
地
域
の
信
仰
と
丈

レ
」
l
l

，Al
 

抜

っ
た
時
代
は
近
世
初
期
か
ら
パ

明
朗
ま
で
で
、
パ
栴
滞
体
制
下
に
於
け

る
藩
政
の
動
き
の
中
で
、
当
市
域
の

歴
史
の
移
り
変
わ
り
を
埋
解
で
き
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

掲
載
し
た
主
な
史
料
を
ご
紹
介
し

宇品
・し
ょ
-っ。

第
一言
日↑

ザ均
一.
t
M

第
四
ほ

第
丘
章

第
六
立

支
配
者
側
の
立
場
か
ら
の
史
料
は、

弘
前
藩
庁
日
記

・
御
用
格

・
検
地
帳

・
知
行
帳

・
村
名
改
称
井
新
村
創
立

調

・
各
寺
社
の
縁
起

(以
上
弘
前
市

立
図
書
館
蔵
)、
津
峰
家
御
定
舟

(国

立
史
料
館
蔵
)
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
膨
大
な
比
の
弘
前
藩
庁

H
記
か

ら
当
市
域
に
闘
す
る
記
事
を
抜
き
出

す
作
業
を
行
い
、
こ
の
日
記
を
最
大

阪
に
活
川
し
た
史
料
編
は
、
バ
所
川

原
市
山人
が
本
県
市
町
村
山
編
纂
に
於

い
て
砧
初
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
付
し
、
台
市
域
に
桟
さ
れ

て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
近
山
農
村

地
域
の
在
万
文

A
で
あ
り
ま
す
。
J
「

山
U
記
の
ほ
か
、
Jr
山
家
文
汗

(μ

所
川
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
山
戚
)

阿
部
家
文
品川・

飯
塚
家
文
書

・
二
一ヒ

家
文
洋

・
木
村
家
文
書

・
雌
国
家
丈

作品川
・
寺
田
家
文
M
U
H

笠げが
そ
れ
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
支
配
告
側
の
山
料
と

わ
仕
方
丈
舟
と
を
帆
み
合
わ
せ
て
編
集

し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
当
市
域
に
住

ん
で
い
た
近
世
の
人
々
の
生
活
を
浮

き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

こ
れ
は
当
市
域
に
ご
花
住
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
可
能
に
な

っ
た
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

4 平成7年5月15日

引
き
続
き
史
料
編
2
ド
巻

(近
世

編
日
)
の
編
集
に
取
り
か
か

っ
て
お

り
ま
す
が
、
史
料
収
集
は
今
後
と
も

続
け
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
市

民
の
皆
機
か
ら
提
供
さ
れ
る
史
料
は
、

統
刊
予
定
の
ド
巻
及
び
通
史
編
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
、
市
史
編
纂
事
務
局
へ
ご
連
絡
を

お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

宮
三
四
l
二
一二
五
六



特設「人権相談所」の開設 1 
6月 1日は人権擁護委員の日です‘ 

「いじめ」や体罰、暮らしの中の差別、高齢

化社会の人権相談などお気軽においでドさい。 

トとき 6月5日（月）10時～15時 

トところ 本町33 「五松苑」 廿35-2882 

圧
所
川
原

人
権

擁
護
委

口
貝
 

対馬 郁夫 五所川原市松島町7丁目20 34-3121 

高橋 武一 五所川原市大字藻川字千智56 36-2794 

原 	芳江 五所川原市松島町7丁目54 35-8590 

大村 光子 五所川原市字旭町2 35-6363 

山口千代一 五所川原市大字毘沙門字中熊石211-1 36-3938 

坂本 憲昭 五所川原市字錦町1の101 34-2293 

中川 兵一 五所川原市大字豊成字田子ノ浦104-3 29-3073 

太田 啓子 五所川原市みどり町4丁目18 34-4274 

鶴谷 禄郎 五所川原市新宮町17-1 35-2440 

身体障害者の 
無料巡回診査を行います 

ト対象者 ①身体障害者手帳の交イ、」を受ける 

ため診査を必要とする方 

②障害程度に変化があり、等級の変更を必、 

要とする方 

③補装具の交付」、修理を必要とする方 

④その他、身体障害者で生活・医療・施設 

入所等の相言炎を希望する方 

ト診査科目及び日程と場所 

視覚 F章害 5月26日（金） 働く婦人の家 

内部障害 6月13日（l大） 働く婦人の家 

聴覚障害 6月28日（水） 中央公民館 

肢体不自由 7月26日（水） 中央公民館 

ト受付 各科とも8時30分～11時まてニ 

ト注意事項 ①脳卒中等による障害者は、発 

病後3 カ月以上経過していること 

②内部障害は、心臓・呼吸器障害のみ 

⑧視覚障害は、視野障害を除く 

④聴覚障害は、平衡機能障害を含む 

ト持参する物 ①健康保険証 （②）身体障害者 

手帳（所持者のみ） （③）心臓・阿2吸器機能 

障害者は、胸部レントゲン七写真 

ト問い合わせ 市福祉巾務所福祉課（内線371) 

日曜日 特別納税相談日 
“どうぞ気軽にご利用ください”」 

収納課では、平日に糸内秒鉢目談ができない方 

のために 「日曜日特別糸内税木目談日」 を開設し 

ます。 

トとき 5月28日（日） 9時～16時 

トところ 市役所3階収納課（内線202・208・209) 

5 平成7年5月15日 

お知らせします 

春の行政相談週間 	1 
-5月21日～5月27日ー」 

トとき D月22日（月） 9時～12時 

トところ 市総合サービス課（内線281・282) 

※役所等への手続きがわからない方。 

※道路や側溝が破損したり、交通安全施設が

なくて危険でトある。 

※騒音、振動、悪臭等公害に悩まされているく） 

※登記、国土調査、農地、年金等でのことでト

困っている。 

※夫婦のいざこざ、遺産相続、姑と嫁の不和

などで脳んでいるなどお気軽にご相談下さい。 

国 民 年 金 一ちょっと一言ーフ

納付組織に加入しましょう ~ 

国民年金の第1号被保険者は、厚生年金保

険や共済組合に加入している人と違い、 自分

で各種の届出や保険料の納付をしなければな

りません。 そのため、保険恥十を納め忘れるこ

とがあります。 

そのままにしておき日寺効になると、後で味内

めることもできなくなり、将来受けるはず’の

老齢基礎年金や、遺族基礎年金がうけられな

くなったりします。 

納め忘れを防ぐために、地区の納税貯蓄組

合や婦人会などク)内付康且寿哉に加入しましょう。 

五所川原市役所 容35 -2111 

津
田
長
一
郎
氏
 

市
内

ー
ッ
谷
 

七
六
 
五
 

合
⑩
ニ
五
三
一
 

が
行
政
相
談
委
員
で
す
。
 

総
務
庁
は
、
本
市
の
行
政
相
談
員
に

津
田
長
一
郎
氏
と
宮
本
ノ
リ
氏
を
四
月

一
日
付
で
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
 

一
一
年
間で
す
。
 

市
民
の
み
な
さ
ん
が
毎
日
の
暮
し
の

中
で
、
行
政
の
行
う
仕
事
に
「
い
て
の

苦
情
や
要
望
意
見
な
ど
が
あ
っ
た
と
き

も
つ
と
も
身
近
な
相
談
相
手
と
な
る
の
 

行
政
相
談
委
員

の
紹
介
 

宮
本
 
ノ
リ
氏
 

市
内
下
平
井
町
 

一
六
〇
 

合
⑩
三
八
三

一
 

相
談
は
、
無
料
で
ロ
頭
や
電
話
・
手

紙
な
ど
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
し
、
相
談

を
受
け
た
同
委
員
は
、
秘
密
を
守
っ
て

親
切
に
お
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

定
例
相
談
日
は
、
毎
週
木
曜
日
（
午

前
十
時
5
午
後
三
時
）
で
市
総
合
サ
ー
 

ビ
ス
課

（
市
民相
談
室
）
に
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。
 

そ
れ
以
外
の
方
は
、
左
記
相
談
委
員
 

（
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
 

国 民 年 

●
 

，
 

, 
, 

「特設「人権相談所」の開設一
'-6月1日は人権擁護委員の日です

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

総
務
庁
は
、
本
市
の
行
政
相
談
員
に

津
田
長
一
郎
氏
と
宮
本
ノ
リ
氏
を
四
月

一
日
付
で
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

二
年
間
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
毎
日
の
暮
し
の

中
で
、
行
政
の
行
う
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
要
望
意
見
な
ど
が
あ
っ
た
と
き

も
っ
と
も
身
近
な
相
談
相
手
と
な
る
の

が
行
政
相
談
委
員
で
す
。津

田
長
一
郎
氏

市
内

一
ッ
谷

七
六
l

五

宮
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五
三
一

「いじめ」や体罰、暮らしのI-I=tの差別、高齢

化社会の人権相談などあ、気軽にあ、いでドさい 0
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相
談
は
、
無
料
で
口
頭
や
電
話

・
手

紙
な
ど
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
し
、
相
談

を
受
け
た
同
委
員
は
、
秘
密
を
守
っ
て

親
切
に
お
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。定
例
相
談
日
は
、
毎
週
木
曜
日
(
午

前
十
時

s午
後
三
時
)
で
市
総
合
サ
ー

ビ
ス
課
(
市
民
相
談
室
)
に
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
方
は
、
左
記
相
談
委
員

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

宮
本市
内
下
平
井
町

一
六

0

2
@
三
八
三

一

ノ
リ
氏

「春の行政相談週間 i 

-5 月 21 日~5 月 27 日-_j

惨とき 5月22日(月) 9H寺~ 12E時

惨と ころ 市総合サービス謀(内線281・282)

※役所等への手続きがわからない方。

※道路や側溝が破損したり、交通安全施設が

なくて危険である。

※ 

※登記、国土調査、農地、年金等でのことで

困 って いる。

※夫婦のいざこざ、遺産相続、姑と嫁の不利

などで悩んでいるなどお気軽にご相談下さしミ。

「圃圃圃圃ーちょっと一言一寸
」一一納付組織に加入しましょう 一一」

対馬印犬 五所川原市総島町7丁目20 34-3121 
五
高崎武一 五所川原市大字i東川字千年356 36-2794 所
JlI 原 芳江 五所川原市怯島町7丁目M 35-8590 
!京 大村光子 五所川原市字池田J2 35-63臼
人
山υ千代一 五所川原市大字毘沙門字中熊石211-136-3938 t桂
i議 坂本憲昭 五所川原市字錦町lの101 34-2293 

護 中川兵一 五所川原市大字豊成字国チ/浦104-329-3073 
禾Lrf 
太田啓チ 五所川原市みどり田T4丁目18 34-42i4 

主4
鶴谷禄郎 五所川原市新宮町17-1 35-24-1 

仁身体障害者の
無料巡回診査を行います

砂対象者 ①身体障害者手帳の交付を受ける

ため診先を必要とする方

②障害私l度に変化があり 、

要とする方

③梢装以の交付、イ摩地ーを必要とする方

①その他、身体障存者で生活 ・医療 ・施設

入所等の十11談を希望するプJ

砂診査科目及び日程と場所

等級の変豆[を必

二家
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ト
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一
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円
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一
月，i

1視覚障持:
|内部陣争;I 
|聴党附特;I 
|肢体不肖由

国民年金の第 1号被保険者は、厚生年金保

険や共済組合に加入してい る人と違い、自分

で各位の届出や保険料の納付をしなければな

りません。そ のため、 f呆険1斗を車内め，忘れるこ

とがあります。

そのままに してお き時効になると、後で納

めることもできなくなり、将来受けるはずの

老齢基礎年金や、遺族基礎年金がうけられな

くな ったりします。

車内め忘れを15)5ぐために、地区の納税貯蓄組

合や財人会などの納付組織に加 入しましょう。

砂受付 各科とも 8H寺30分~ll時まで

惨注意事項 ①脳卒中等による障害者は、

病後3ヵハ以上梓過していること

②内部I){i't ~rí千は、心臓 ・ 呼吸器障特のみ

③視覚障計は、視野障干与を除く

①聡(党IU;'f ~ii子は、平衡機能障害を含む

砂持参する物 ①健康保険証 ②身体障特者

手 rl長 (rv件、'f者のみ) ③ 心臓 ・呼吸片品機能

|山告者は、胸部レン トゲン写11J;

砂問い合わせ rli制祉事務所命説止説(内線371)

予を

「日曜日特別納税相談日一「
1__"どうぞ気軽にご利用ください"C.....-J 

収納諜では、平日に納税相談ができない万

のために「 日 U1~ 日持月rJ車内税相談日」を開設し

宮 35-2111 五所川原市役所

5月28日(日) 9 11寺~ 16時

「行f~戸斤 3 昨年ヰ又車内五月~ (内線202・208・2ω)

平成7年5月15日

ます。

惨とき

惨と ころ

5 



“見直そう！水の尊さ大切ざ” 
一ー一第37回 水道週間 
ト期間 6月1日～6月 7 日 

水道事業所では今年もいろいろ行事を計画

しておりますが、水道施設めぐりと水道110 
番を新たに実施します。多数のご参加をお待

ちしております。 

月 	日 行事名 内 	容 開催場所 

6 月1日 

青森県で一

番新しい五

所川原の水

道施設めく。 

り 

家庭の主婦を対象

に 9時から12時ま

で水道施設を見学

していただき、水

道事業行政に理解

と協力を求めるも

のです 

市
水
 
内

道
 
の
 

施
 
各
設
 

 

6月 1日 

5 
6月 7 日 

広報車の 

巡回 
水道週間のPR 市内一円 

6月1臨 
車両 

パレード 

車両で水道週間の 

PR 
市内一円 

6月1日 

、 

6月 7 日 

看
 
の
 
と
ぼ
 
板
 
り
 

水道週間のPR 
（スローガン） 

「見直そう．ノ 

水の尊さ大切さ」 

水道事業

所庁舎 

6月 2 日 
工事安全 

パトロール 

水道工事の安全確 

保 

無届工事の防止 

市内一円 

6月 2 嘩事 講 習 会 

2級配管技工実技

講習会 

水道事業 
内面エポキシ樹脂

粉体塗装 

ダクタイル鋳鉄管

穿孔講習会 

所庁舎前 

6月 3 日曹 水道110番 

水道に関する間い

合わせにお答えし

ます 

受付時間 

9 】 00- 
16: 00 

水 	道 

事業所 

青森県で一番新しい 

五所川原の水道施設めぐり 
当市の水道事業は、昭和 2年に供給開始し、 

県内で青森市に次いで 2番目に古い歴史をも 

ーってーいま“す。 

また、第5i欠拡張事業により完成した水道

施設は、現在栃討動中の施設としては県内で最

新を誇ります。 これらを、水道週間行事とし

て家庭のご婦人を対象に一般公募し、施設の

見学をしていただき、水道事業行政に理解と

協力を求めるものであります。 

ト日時 平成7年6月 1日 （木曜日） 

ト見学場所 水道事業所、 中央管理センター、 

元町浄水場、七和配水場、ー七和調整池、玉

清水調整池、飯詰浄水場、工業用水道セン

タ 

トタイムスケジュール（所要時間3時間） 

8:45水道事業所集合 9:00水道事業所

中央管理センター・元町浄水場 9 : 20-
9:45-七和配水場ぐ七和調整池） 10 】 00-

10 】 20玉清水調整池 10:30-10 : 40飯詰

浄水場 11 : 05-11 : 20工業用水道センタ 

一 	11 】 30 -12 】 00水道事業所（昼食～解散） 

ト募集人員 40人 

トI応募方法 電話にて（先着定員になりしだ 

い締め切り） 

ト対象 家庭の主婦 

ト申し込み・問い合わせ 水道事業所 

合 34 - 9111（昼食は用意しております） 

阪神大震災被災者救援チヤリテイー 

第12回全国一斉ウォークラリー大会」 

～五所川原会場～ 

ウオークラリーは、年齢・性別を問わず、 

健康づくり、家族・イ中間の交I流の場としても

楽しめるコミュニケーションスポーツです一。 

今回は、参加費の一部を阪神大震災被災者

の方々への救援金とします。 

ト会場テーマ 『津軽をさがそう』 

トとき 5月21日 （日） 	9日寺 

ト集合場所 菊ケ丘水郷公園 

ト主催 （財）日本レクリコニーション協会 

西北五レクリエーション協会 

ト参加対象 誰でも可 1チーム 3-5名 

ト参加費 1人200円 但一し幼児は無料 

ト携行品 気軽に歩ける服装、昼食 

ト申し込み 大会当日、集合場所て三 

ト問い合わせ 玉二所川原小雪35 - 2767 若杉§ 
※集合場所で「救援古本市」を開きます。古本 

をお持ちで販売希望の方は当日持参くたiさいc 

平成 7年5月15日 6 

「“見直そう!7Jくの尊さ大切さ"寸
」一一第37回 水道週間一一J
砂期間 6 月 1 日 ~6 月 7 日

水道事業所で、は今年もいろいろ行事を計画

しておりますが、水道施設めぐりと水道110

番を新たに実施します。多数のご参加をお待

ちしております。

月 日|行事名 内 容 |開催場所

6月1日

家庭の主婦を対象

青森県で一|に9時から12時ま

番新しい玉|でフk道施設を見学 l
1 . . ~" ，-~~:-' -~ 1市内の各

所川原の水|していただき、水|
1 _~， ~ _". .= --_ :_1水道施設

道施設めぐ|道事業行政に理解 l

り |と協力を求めるも

のです

R
 

Pムの旧同週道'ν比ドワノ
回

の

巡

車報広
口
H

1
1
A
 

日川円。
市内一円

6月7日

車両 |車両で、水道週間の
6月lai | |市内一円

パレードIPR 

6月1日看
板水道週間のPR

と
(スローガン)I水道事業

6月713 のぼ り
「見直そう/ 所庁舎

7l<の尊さ大切さ」

工事安全 I 水道工事¢安全確

6月2臼|パ トローノレ |市内一円
無届工事の防止

2級配管技工実技

講習会

6月2日|講習
l 水道事業

会|内面エポキシ樹flIj11
日|所庁舎前

粉体塗装

ダクタイノレ鋳鉄管

穿孔講習会

水道に関する問い

合わせにお答えし

ます |水 道
6月3日|水道110番1=:， _.'-~~ 

受付時間 |事業所

9 : OO~ 

16: 00 

仁青森県で一番新しい ! 
五所川原の水道施設めぐり」
当市の水道事業は、 l昭和 2年に供給開始し、

県内で青森市に次いで 2番目に古い歴史をも

っています。

また、第 5次拡張事業により完成したノk道

施設は、現在稼働中の施設としては県内で故

新を誇ります。これらを、水道週間行事とし

て家庭のご婦人を対象に一般公募し、施設の

見学をしていただき、水道事業行政に王rg解と

協力を求めるものであります。

砂日時 平成 7年 6月 1日(木H握I=l)

砂見学場所 水道事業所、中央管理センタ一、

元町浄水場、七和配水場、七矛I1調整池、五

清水調整池、 飯詰浄水場、了s業用水道セン

ター

砂タイムスケジュール (所要時間 311寺山)

8 : 45水道事業所集合 9 : 00水道事業所

中央管理センター ・元町浄水揚 9 : 20~ 

9 : 45七和配水揚(七和調整池) 10: OO~ 

10 : 20玉清水調整池 10 : 30~10 ・ 40飯詰

浄水場 11 : 05~11 : 20工業用水道センタ

- 11: 30~ 12 : 00水道事業所(昼食~解散)

砂募集人員 40人

砂応募方法 電話にて(先着定員になりしだ

レ、赤帝め切Jり)

惨対象 家庭の主婦

砂申し込み・問い合わせ 水道事業所

宮34-9111 (昼食は用意しております)

仁 阪神大震災被災者救援チヤリティー「

第12回全国一斉ウオークラリー大会」
~五所川原会場~

ウオークラ リーは、年齢 ・性別を問わず、

健康づくり、家族 ・仲間の交流の場としても

楽しめるコミュニケーションスポーツです。

今回は、参加費の一部を阪神大震災被災者

の方々への救援金とします。

砂会場テーマ 「津軽をさがそう」

惨とき 5月21日(日) 9 j]寺

砂集合場所 菊ヶ丘水郷公園

砂主催 (財)日本レクリエーション協会

西北玉レクリエーション協会

砂参加対象 誰でも可 1 チーム 3~5 名

砂参加費 1人 200円 但し幼児は無料

砂携行品 気軽に歩ける服装、昼食

砂申 し込み 大会当日、集合場所で

砂問い合わせ 五所川原 小宮35-2767 若松

※集合場所で「救援古本市」を聞きます。 古本

をお持ちで販売希望の方は当日持参くださいc

平成7年5月15日 6 



能力開発セミナー（6月分）1 
ポリテクカレッジ青森（青森職業能力開発短期大学校）」 

表； コース名 主な内容 対
象
 

定
員
 

日
数
 

開 講 日 時 

FORTR 
ANによる
数値計算 

実際の操作で
数値計算方法
を習得 

初
 
級
  

5
 
名
  

［。
 
口

H
  

6月 5 日（月）~ 
6月 9 日（金） 
18時～21時 

〔
ノ」
 
 

制御盤の設
計・製作 

配線、器具付
け、手順、電
子回路等 

初
 
級
  

5
 
名
 

に
u
 

口
H
  

6月 5 日（月）~ 
6月 9 日（金） 
18時～21時 

3
  

EWSによる 
2次元CAD 
と専用化 

2 次元画面の
作成方法とそ
の専用化 

初
 
級
  

10
名 

Q
。
 
日
  

6月10日、 17日 
24日（土） 

10時～16時 

ト受講資格 学歴、年齢、性別は問いません 

ト受講料 各コースとも、2,000円 

ト申し込み・問い合わせ 開発援助課 

合 (0173)37 - 3201 

手話講習会受講者募集 
社団法人青森県ろうあ協会 

耳恵覚II章害者の福,祉に理解と蚕丸意を有する一 

般市民に、聴覚障害者の意志伝達手段である 

手話等の指導を行うことにより手話を正しく 

理解させ、 また手話奉仕員及び手話通訳者を 

養万交し、聴覚障害者の福祉増進を図ることを 

目的としています。 

ト対象 聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有 

し、手話奉仕員、手話通訳者及びろうあ者 

との交折iを希望する者ー 

トとき 5月31日～8 月23日まて二の毎週水曜 

H l8時30分～20時 

トところ 中央公民館 

ト講習科目 （1）手話 （2）聴覚障害者 （3）ろう 

あ教育 （4）ろうあ者の生活 （5）労働 

(6）医療 （7)月靖舌サークノレ （8)弓靖舌通訳 

※初級コース・中級コースあり 

ト受講料 無料一（但し、ラニキスト代600円） 

ト問い合わせ 今、 宰 容F A X72 -4377 

ストレッチ体操会員募集 
“…「一二、一喜一一三二二舞。麟こ苦毒雷謡一極ー 	フラワーズ 

肩こり、腰痛でお悩みの方は一度試してみ

ませんか。 どなたにも簡単にできますよ．ノ

トとき 月3回土曜日 13時30分～14日寺40分

トところ 働く婦人の家（市内新町つ 

ト会費 月1,500円 

ト申し込み・問い合わせ 今秀子容34 - 33(1 

7 平成 7 年5月15日 

“在宅ねたきり老人介護者へ”二麟麟響ミ響麟昌1 

慰労金を支給します 
市では、 5年度から在宅ねたきり老人及び

介護者に対して見舞「111及び慰労金を支給して

おります。 

トねたきり老人とは、市内に住所を有する満 

65歳以上の方で、一日中ほとんど床に臥し

ており、食事、用便、入浴など日常生活に

支障があり、介護を必要とするわ誼県が 5 カ

月」らよ上継続している方のことて十す。 

ト介護者とは、ねたきり老人の扶養義務者と

その他の方で、ねたきり老人と同居して介

護をしている方のことです。 

ト申請受付期間 6月16日から11月15日まて了

なお、支給は年1回で12月です。 

ト申請及び問い合わせ 市福ネ止事務所高齢者

対策課（内線 210）及び各支所 

交通遺児等育成資金制度の利用 
自動車事故対策センター青森支所 

公0177(39)0551」 

自動車事故対策センターでは、交通遺児を

すこやかに育がむするために資金を無利子でお

貸三しします。 

ト利用できる方 自動車事故で保護者を亡く

された子供、又は、重度後遺障害者（自賠

責保険の1級～3級）に認定された方の子一

供を現在扶養している保護者 

ト対象者 0歳から中学卒業までの子供 

ト申し込み者 子供を扶養している保護者

ト貸付金額 一時金1 5 1, OOO円。月額 

19, 000円。入学支度金43, 0O0 

円（小・中学校入学時） 

ト返済方法 最終学校卒業後、割賦（月賦・

半年賦・年賦）による20年以内の均等返 

i斉 

※自動車事故により、頭部又は脊髄に損傷を

受け、常時介護を必要とする重度後遺障害者

に対しては、介護半斗支度制度もあります。 

お気軽にお問い合わせください。 

ロ津軽フラワーセンター管理棟 舞舞， 
筆童臓事鑑薯算 - a 
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ト利用期間 年末年始を除いた毎日 

ト利用時間と使用料 8時30分～12時 2,000 
円。12時～16時30分 3,000円。 使用延長 

700円加寺間 

※毎週（日）、（火）、休）曜日は無料見学ができます。 

ト利用できる棟 茶室棟、Il又間棟 

ト申し込み 市都市開発課（内線 369) 

五所川原市役所 公35-2111 

能力開発セミナー(6月分)1 
ポリテク力レッジ青森(青森職業能力開発短期大学校)_j

i-t'j_iなげす IJ..: I1 
111i1111HU 気と b! 数

FORTR '_k際の操作で 初j 。。6月5日()J) 
1 ANによる数値計算)J法 6)J 9 I1 (金)

数fl!Clll'~~ を荷f~t- 級 字111 18時~2 1時

2市IJ術l擦の設
配線、器具付 初l。。6月5fl (月)~
け、手11頃、電 6月91， (金)

計・製作
刊nl路等 級 4〆111 18時~21H~j

EWSによる 2次元画而の 初1110 3 6月10日、 17[1 

3，2次元CAD作成方法とそ 24 n (上)
!と f、開化の専用化 級名 11I 101l~f~ 16時

砂受講資格 γ:断、年齢、性別はII'，Jv、ません
砂受講料 科コースとも、 2，00011J

砂申し込み・問い合わせ iJ10J発援助課

宮 (0173)37 -3201 

「手唱者習.o.，m.吾者募 1 貝ロ ~λー官ヲ~~ I 
社団法人青森県ろうあ協会」

聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有する一

般市民に、聴覚障害者の意志伝達手段である

手話等の指導を行うことにより手話を」正しく

理解させ、また手話奉仕員及び手話通訳者を

養成し、聴覚障害者の福祉明進を図ることを

円的としています。

惨対象 聴覚障害者の福祉に問解と熱立を有

し、手話奉仕員、手話通訳者及びろうあ者

との交流を希望する者

惨とき 5月31FI ~ 8月23日まてeの毎週水曜

円 18時30分~20時

惨ところ 中央公民館

砂講習科目 (1 )手話 (2)聴党障害者 (3)ろう

あ教育 ( 1)ろうあ者の生活 (5)労働

(6)医療 (7)手話サークノレ (8)手話通訳

※初級コース ・中級コースあり

砂受講料 無料(但し、テキスト代600円)

砂問い合わせ 今宰 S FAX72-4377 

「ストレツチ体操会員募集「
フラワーズ」

肩こり、腰痛でお悩みのβ は一度試してみ

ませんか。 どなたにも簡単にできますよ/

惨とき 月 3fl円|土曜1=1 13時30分~14時40分

惨ところ 働く財人の家(，打内新聞n
険会費 刀1，500円

砂申し込み・問い合わせ 今秀子宮34-3361 

7平成7年5月15日

「“在宅ねたきり老人介護者ヘ"一一一「

L_慰労金を支給します」
"iでは、 5年度から在宅ねたきり老人及び
介護者に対して見舞品及び慰労金を支給して

おります。

砂ねたきり右人とは、 dj内に住所を有する満

65歳以上の方で、 -W'-IIほとんど床に臥し
ており、食-，]玉、 m使、人桝など円常生活に
文障があり、介誰を必要とする状態が 5ヵ

月以上継続している方のことです。

砂介護者とは、ねたきり老人の扶養義務者と

その他の方で、ねたきり老人と同居して介

護をしている方のことです。

砂申請受付期間 6月16円から11月15~まで

なお、支給は年 11百iで12月です。

砂申請及び問い合わせ 市福祉事務所高齢者

対策課(内線 210) 及び各支所

交通遺児等育成資金制度の利用寸
自動車事故対策センター青森支所 |

宮0177(39)0551___j
自動車事故対策センターでは、交通遺児を

すこやかに育成するために資金を無利子でお

貸しします。

砂利用できる方 自動車事故で保護者を亡く

された子供、又は、重度後遺障害者(自賠

責保険の 1 級~3級)に認定された方の子

供を現在扶養している保護者

惨対象者 O歳から中学卒業までの子供

砂申し込み者 子供を扶養している保護者

砂貸付金額 一時金 151， 000円。月額

19， 000円。入学支度金43， 00  。
ドJ(小 ・1-11学校入学H寺)

砂返済方法 最終学校卒業後、害1]賦(月賦 ・

半年賦 ・年賦)による 20年以内の均等返

7斉

※自動車事故により、頭部又は脊髄に損傷を

受け、常時介護を必要とする重度後遺障害者

に対しては、介護料支度制度もあります。

お気軽にお問レ、合わせください。

I津軽フラワーセンター管理棟一一一「

Lr曲水の館」をご利用ください」
惨利用期間 年末年始を除いた毎日

砂利用時間と使用料 8 時30分~ 12時 2 ， 000

円 。 12時~16時30分 3，000円。 使用延長

700円/11寺II-r]

※毎週(r1)、(火)、(本)曜日は無料見学ができます。

炉利用できる棟 茶室棟、広間棟

砂申し込み 市都市開発課(内線 369)

五所川原市役所宮35-2111 



「クリーン賛珠山パトロール」］ 

一参加者募集 」 
トテーマ “めざそう ゴミーつない焚珠山” 

ト趣旨 環境保全の第一歩として、清掃奉仕

活動の実践 

トとき 5月27日（土） 9時30分～15時

トところ 県民の森焚珠山（センター前） 

ト対象 「ゴミのない焚珠山」に賛成の方

ト参加者携行品 昼食、水筒、雨具、 ゴミ手fr 

い用の「火ばさみ」、 「巣箱作り」の材料・

ト参加者服装 野外活動にふさわしいもの

ト申し込み 県立自然ふれあいセンター 

容 O172 - 62 - 4527・62 一 8510 

ト締め切り 5月19日（金） 
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	西北中央病院精神科公35-3111-

精神科に入院してル、る患者さんたちの作業

易馴去でがんばった作湿1が多数展示されていま 

~ 	ーす 

トとき 5月25日（木） 9時～16時まて了 

トところ 働く婦人の家 1階ロビー 

ト問い合わせ 作業療養士 山田（内線259) 

オルテンシア催し物案内 
ふるさと交流圏民センター公33 - 2111 

月日 曜 催 	物 開 演 入場料 

5/19 金
  

演歌と民謡と 
シャンソンの夕べ 

18時 
30分 

前4,000円 

5/24 水
  

仙台フイルハーモニー 18 時 整理券 
管弦楽団演奏会 

5/28 口
H
  

日本舞踊綾扇会発表会 
〈小ホール〉 13 時 3,000円 

5/31 火
  

アマチュア無線講習会 
(5日間）〈小ホール〉 18 時 無 	料 

働く婦人の家・生活講座 

受講生募集 俳句教室（7回講座） 

～十七文字で表現するあなたの感性～ 

俳句入門ですので初めての方歓迎いたします。 

ト対象 市内に住所又は職場を有する方 

トとき 5月31日～8 月23日まーでの毎週水曜 

~ I 18時30分～20時30分 

ト受講料 無料, 

ト募集人数 15人 

ト講師 ＝上北人先生 

ト申し込み・問い合わせ 市内新町 働く女，i} 

人の家 合35 - 8898 

“民謡の好きな方、興味があるガ” コ 

募集「民謡ニュー盛会」 
民話犯H固人指導と民謡コーラスという一味 

違ったジャンルに取り組んでいる団体です。 

老人ホームの慰問や他の舞台などにも積極的 

に参加し、その演技にも上々の評価を受けて 

います。 見学したい方もお気軽にどうぞ。 

ト対象 老若男女どなたでも 

トとき 毎週木曜日 19日寺～21時三まで 

トところ 中央公民館3階和室 

ト練習方法 講師による手作りの譜面と三味 

線の弾き語り方法です。 

ト問い合わせ （指導者）長尾武一容35 - 3371 

「かんたん！健康レストラン」 
一 参加者募集 
猫の手も借りたい農繁期、食事までには手 

がまわらず心ならずも簡単に。 こういう時こ 

そ元気がでる食事を．ク 

トテーマ 農繁期の元気がでる食事 

ト対象 小曲」也区の方 

トとき 6月 5 日（月）9時30分～13時 

トところ 小曲農村婦人の家 

ト費用 無料・てHー 

ト持参する物 みそ汁（おわんに半分）、健康 

手帳、おにぎり、ェプロン、筆記用具 

ト締め切り 5月31日（水） 

ト申し込み 地区の保健協力員、又は、市保 

健環境課へ（内線268・272) 

税務職員（税務大学校生）募集 
五所川原税務署総務課容34-31361 

人事院・国税庁ニでは、高校卒業程度の税務

職員（税務大学校生）を募集しています。 

ト試験の程度 高校卒業程度 

ト受験願書受付’ 6月30日～7月 7 日まて了

トー次試験（教養・適性・イ乍文） 9月10日（日） 

平成 7年5月15日 8 

{動く婦人の家・生活講座ーっ
し受講生募集一俳句教室(7回講座)J
~十七文字で表現するあなたの感性~

俳句人川ですので初めての)J歓迎いたします。

砂対象 "i内に住所Xは職場をギjーする)J
惨とき 5JJ3111~8n2311 まで、の 11)~週木11M

1-1 18日年30分~2011年30分

砂受講料 無料

砂募集人数 15人

砂講師 一.:. J -: ~ヒ人先 ''1 -:

砂申し込み・問い合わせ

人の家 宮 35-8898 

イfi)J く払 I~" i 1人1~rlHr

L唄謡の好きな方、興味がある方"「
募集「民謡ニュー盛会J_j
民謡の伊川、指導と民謡コーラスというーl床

違ったジャンノレに取り組んでいるI-tl体です。

老人ホームの慰問や他の舞台などにも和倒的

に参加lし、その演技にも 1-.々 の評価を受けて

います。見学したい)Jもお託料にどうぞ。

砂対象 老粁タJ女どなたでも

惨とき 毎週木Ili'cln 19時~21"年ま で

惨ところ Ijl央公民館3附平11室

砂練習方法 講師による手作りの誹IriIと三味

線の弾き語り方法です。

砂問い合わせ (指導者)長尾武一宮 35-3371 

「「クリーン党珠山パトロールη
参加者募集

砂テーマ “めざそうゴミ一つない党珠111"

砂趣旨 環境保恨の第一歩として、消掃奉仕

活動の実践

惨とき 5月27I1 (オー) 9 n年30分~15n.)'

惨ところ 県民の森党珠山(センターiIii)

砂対象 「ゴミのない党珠111J に質成の方

砂参加者携行品 昼食、ノ1'<mi、雨具、ゴミ十六
い用の「火ばさみ」、「巣新作り」の材料

砂参加者服装 野外活動にふさわしいもの

惨申し込み 県立自然ふれあいセンター

霊宝0172-62 -4527・62-8510 

.砂締め切り 5月 1911(金)
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「「かんたんf健康レストラン」寸
参加者募集 | 

狛の手も借りたい農繁期、食中ーまでには手

がまわらず心ならずも簡単に。こういう IJ.'I'こ

そ元気がでる食事を//

砂テーマ 農繁期の元気がでる食事

惨対象 小曲地医の方

惨とき 6月 5円(月)9 時30分~13時

惨ところ 小曲農村婦人の家

砂費用 無料です

砂持参する物 みそ汁(おわんに、子分)、館山ー

手帳、おにぎり、エプロン、筆記用共

砂締め切り 5月31日(ノ'1'<)

砂申し込み 地医の保健協力員、

健環境課へ(内線268・272)

「第13回作品展示会「
」一一一西北中央病院精神科宮35-3111 _j 

精神科に入院している忠者さんたちの作業

療法でがんばった作品が多数展示されていま

す。

惨とき 5月25仁1(木) 9"寺~16時まで

惨ところ 倒Jく対人の家 11幣ロビー

砂問い合わせ 作業療養士 山田

市{ぷ:ユくは:、

(内線259)

仁マ;122生日?Fr
「税務職員(税務大学校生)募集っ
」一一五所川原税務署総務課宮34-3136_j 

人事院 ・岡税庁では、同校卒業程度の税務

職員(税務大学校生)を募集しています。

砂試験の程度 高校亦業程度

砂受験願書受付 6 月 30 口 ~7 月 71寸まで

砂一次試験(教養・適性・作文) 9月 101.]( 11 ) 

8 平成7年 5月15R

月日 H記 イ経 物 開演 入場料

5 19 金
演歌と民謡と 1811-'i' liij4，000円
シャンソンのタベ 30分

5 24 11< 
仙台フィノレハーモニー

18 11キ 整.fljl券
管弦楽r.l"i演奏会

5 28 日
日本舞踊綾田会発表会

13 11年 3，000PI 
(小ホー/レ)

5 31 火
アマチュア無線誠t』司会

18時 査E 本ト(5日間) (小ホーノレ)



1I ! に H叶は定期健診を受け、健康管理に役立てま工しょう 

郵市民総合健診のお罵じらせ一 
各種健診が一度にできる総合健診を実施します。申し込みは、送付された用紙でお申し込み〈ださい。 

基本健康 

診 	査 

月市カく人ノ 

結核検診 
胃がん検診 

大腸カく人ノ 

検 	診 

子“宮カ、ん 

検 	診 

乳カぐん 

甲状腺検診 

検 診 項 目 

身長、体重 

損リ定 

血圧測定 

尿検査 

心電図 

眼底測定 

If 液検査 

診察 

胸部エック 

ス線撮影 

p客疾検査 

（必要な方） 

胃エックス

線撮影（透

視） 

便1替血万ひ志

検査（事前

にお剖更用具

を送イ寸いた 

します） 

細胞診検査 視、触診検

査 

護難麟。簿曹議「舞麟 

対 	象 

40歳以上の男女 

（昭和31. 3.31まで生まれノた方） 

30歳以上の女性 

（昭和41. 3 .31まで 

生まれた方） 

山

不 x
ョ 

斗 、
工 

国
 
イ

J長
 

無 	米斗 ~ 400円 600円 300円 無 	料 300円 

他 無 	米斗 4 0 0 円  1
,
0
0
0

円
 

300円 1,000円 300円 

70歳以上の方、生活保護世帯の方、市民税非課税世帯の方は無半トです。 

場 	所 働く婦人の家・保健センター（新町） 

健 診 月 日 

了・定です（Dてニ

申し込yみ】伏況

で変更になる

ことがありま

り一 

／〇印は男性健、 
診日、他は女 

、性健診日 

7/ 31 長橋・七和 9ノ（④ ⑧  中
川
・
毘

I少
門
 

11/ 8 水 中JII・ノ」、曲 

8 ノ‘ 	
『I  どJく

 

士ニ和 （⑤ 更g) 梅沢・七和 9 木 み、どり町 

2 
3  

水
 
木
 

飯
詰
・
毘
●
少
門
 

栄
 

⑥  困
  

松
団
・
み
，
ど
り
 

町
・
小
曲
 

10 金 1公団 

27 月 旧市内 

4 金 栄・松島 10/ @ ⑧ 旧市内 28 どノく 旧市内 

⑦ qI) 三好 @ ⑧  旧
市
内
 

29 水 旧市内 

⑧ 因 才公島 ⑩ 医） 旧市内 30 木 旧市内 

9 
⑩ 

水
 
困
 

松
島
 飯
詰
・
長
橋
 

11/ 6 

7 
月 火 

三
好
 三
好
・
中
川
 

12/ 1 金  旧
市
内
 

受 付 時 間 7 時～9時（子准了がん・乳がん検診の受付 7日寺～-12時30分） 

申し込み期間 6 月 1日（木）~15日（木） 	期間厳笥ニ 

嚇響舞嚇難麟曹 

夢「麟議麟舞難舞轟三麟誓＝ 

受診対象者へ健診のお知らせと共に申込書を毎戸通知いたします。 

健診を希望される方は、総合健診申込書に記入のうえ、市役所保健環境課 

・各支所または、地区の保健協力員へお届けください。電話でのお申し込み 

は間違いのもとになりますのでご遠慮ください。 

〈注 意〉 

H7年4月から市内の医療機関でミニドック（基本健診）、子宮がん・乳が 

んの個別検診を受けた方は、同じ種類の検診を受けることができません。 

全種類の検診を受けることが原則です。 

9 平成 7 年5月15日 	
五所川原市役所 公35 -2111 

各種健診が一度にできる総合健診を実施します。申し込みは、送付された用紙でお申し込みください。

基本健康 H市カ苦八J ・
胃がん検診

大腸がん 子宮がん

雪同合? 査 結核検診 検 圭同合? 検 圭~ 甲状腺検診

身長、 イ本市 胸部エ ック 円エ ックス 使桝J(IL反応 細胞診検査 視、触診検

測定 ス新4行法l1~ 線撮影(透 中会拾: (寸下両ii 査

血L五l.f!IJ定 11存疾検査 キ見) に採使用具

b反中j貧者f (必要な方) を送イ、Jぃた
検診項目

JL'i::;:註似| します)

n艮底lJ!lJ定
血液検宜

診 察

40歳以 1-:.の;9J女 30歳以上の女性

支寸 象 ([IR矛1131.3 .31まで生まれた方) (日目和41.3 .31まで

生まれた方)

米ヰ 匝l イ呆
金正 半;1. 400円 600円 3 0 0 Pl 金正 料 300円

fili 生涯 キ+ 400円 1，000円 300fT] 1，000円 300円

金 70歳以上の方、生活保護世情の方、市民税非課税世帯の方は無料で、す 。

場 R斤 {ifYJく婦人の家 ・保健センター(新IIir)

7/31 月 長情 ・七手n 9/CD:②;中川 ・毘沙門 11/8 '水中)11・小曲
晶'・ '一一 "・ ・，-・晶晶咽----

8/1 火七平11 ⑤!⑧ l 悔沢 ・ 七矛~I 9:オ.;:みιどり If可
健診月 日 ー・ー .‘・“・・ --------------

2，ノk 飯詰 ・昆沙prJ i松岡 ・みどり 10金松岡
⑤⑧ I ー・--------------

予定ですので 3:木栄 : I町・小曲 27 :月 11::1市内
中し込み状況 -..._-- 4・ 晶争・

4:金栄 ・松 10/⑫:④: IH市内 28 ゾく l臼市内
で変更になる ー・・・， 晶一・・・ ・ーーー・・--ー

ことがありま ⑦ ⑪ 一二好 @:@  IHdす内 29:水 1日市内
一圃・. ‘ 4・ -------・・・・ーー・ー-

す 告) Q己 中公ιぅ @:@'旧市内 30 :木 l 旧市内
-.- - ----- ，ー ・・-----‘+・-------・ a・4酔[o-健) 9 ， 7}c f公 Ir~/J 11/6 '片 :ニ好 12/1 :金旧市内

診H、他は女 ---------------------‘+・
性健診日 ⑬'@ 飯詰 ・長十喬 十火 jニ好 ・".川|

受付時間 7 時~ 911.']' (イーチJがん ・字しがん検診 の受イ、J 7 11キ~1 2 1 1寺30分)

申し込み期間 6n 1日(木)~ 151-1 (木) ー..J切「叩滋守

受診対象者へイ往診のお知らせと共に申込書を毎戸通知いたします。

健診を希奇'{される);は、総合健診 巾込7lFに記入のうえ、市役所保健環境課

-各支所または、地区の保健協力員へお届けください。電話でのお申し込み

はllリ追いのもとになりますのでご遠慮ください。

ぐ注

H7 イド 4n から rl î内の医療機関でミニドック(基本健診)、子宮がん . ~しが

んの炉l別検診を受けた方は、|古lじ砧類の検診を受けることができません。

会:稀類の検診 を受けることが原則です。

9、ド"文7irで5)11511 五所川原市役所宮35-2111 



身も心もさっばりする一 

健康相談室へどうぞ 
保健婦が相談に応じています 

ト対象 市内にお住まいの方で、 ご自身又は 

ご家族の健康のことで心配されてル、る 

方 

ト内容 血圧相談、病気の相談、心の相談、 

健康につレいての話 

ト料金 無料 

ト持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

場 	所 月 	日 時 	間 はなしのテーマと時間 

森 の 家 
5月21日 
（日） 

10 : 00'- 
12 : 00 

自律神経失調症かな・・・と思
ったら、自己を知って予防法を
知るク 

コミュニテ 
イセンター 

栄 

5月25日 

（木） 

子供の相談 
10 : 00- 

12 : 00 
成人病の相談 
13 】 00-' 

14 】 00 

個人相談のみ実施 

長
セ
 
富
ン
 
消
タ
 
防

一
 
 

5月25日 
（木） 

10 : 30- 
12 : 00 

総合健診を受けるコッ 
ソ、しこく受けて健康アッ 

プル 

幾集
 
島

会
 
町

所
  

5月26日 
（金） 

10 】 00- 
12 : 00 

特報ノ歯なしにならない話 
(11 : 30-12 : 00) 

種井集会所 
5月26日 
（金） 

10 】 30- 
12 】 00 

総合健診を受けるコッ 
、かしこく受けて健康アッ 
プ" 	(11 : 30-12 : 00) 

旭町集会所 
5月29日 
（月） 

10 : 30- 
12 : 00 

い ま 

ちよっと気になる現在の病
気蟻ウイルス性肝炎あれこ
れガ 

小
婦
 
曲

人
 
農
の
 
村

家
  

5月29日 
（月） 

10 】 00- 
12 : 00 

自分で分かる健康チエック 
(10 】 00-10 : 20) 

コミュニテ
イセンター 
長 	橋 

5月29日 
（月） 

13 : 00- 
14 : 30 

総合健診を受けるコッ 
、かしこく受けて健康アッ 
t" 	(14 : 00-14 】 30) 

田町集会所 
6月1日 

（木） 

10 : 30- 
12 : 00 

総合健診を受けるコッ 
議かしこく受けて健康アッ 

プ11 	(11 】 30-12 : 00) 

坂
集
 
ノ
会
 
上
所
 

 

6月1日 

（木） 

12 : 30- 
13 : 30 

自分で分かる健康チエック 
(12 : 30-12 : 50) 

錦町集会所 
6月 5 日 
（月） 

9 : 30- 
12 : 00 

特報ノ歯なしにならない話 
(11 : 40-12 : 00) 

新宮集会所 
6月 5 日 
（月） 

13 】 00- 
15 : 00 

い ま 

ちよっと気になる現在の病
気、ウイルス性肝炎あれこ 
れ" 	(14 】 30-45 】 00) 

コミュニテ
イセンター 

中 

6月 6 日 

（火） 

10 : 30- 
12 : 00 

総合健診を受けるコッ 
、かしこく受けて健康アッ 
f" 	(11 : 30-12 : 00) 

福
セ
 
山
ン
 
消
タ
 
防

一
 
 

6月 8 日 

（木） 

13 : 00--- 
14 : 00 

総合健診を受けるコッ 
肋、しこく受けて健康アッ 

プク 

中崎保健協
力員（成田 
葉子）宅 

6月9 日 

（金） 

10 : 30- 
12 : 00 

総合健診を受けるコッ 
、かしこく受けて健康アッ 

プガ 

五所川原市役所 容35 - 2111 

すく すく健診一二 
トところ 働く婦人の家・r打保健センター 

ト受付時間 12 】 30から12 : 45 

ト持参するもの 母子健康手帳、バスタオル

⑨ 3歳児には個人通知します。 

（くI)3歳児健診の場合は同封のアンケートを

記入しお持ちください。尿検査があります

ので、尿を小ビンに入れブてもってくるとイ更

利て5一す。 

トお願い ①4 カ月児健診にこれなかった方

は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査セ、りノ

トを、母子手帳を持参のうえ、保健環境課

窓口にもらいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）の子供

さんはご遠慮ください。病気療養中や体調

のよくない子供さんは翌月の健診を受ける

ことができますので保健環境課までご連絡

ください。 

月 	齢 対象児 と 	き 主 な 内 容 

4カ月児 
平成 7年 
1月生まれ 

6月13日 

（火） 

小児科診察、神経
芽細胞腫セット配布
育児情報交換等 

6力月児 
平成 6年 
11月生まれ 

6月20日 

（火） 

離乳食の試食 
発達相談等 

1 歳児 
平成 6年 
5月生まれ 

6月26日 

（月） 
育児情報交換 
発達相談等 

1歳 

6カ月児 

平成 5年 
12月生まれ 

6月27日 

（火） 

小児科・歯科診察 
歯科保健指導 
発達相談等 

3歳児 
平成3年 
12月生まれ 

6月15日 

（木） 

小児科・歯科診察
尿検査、視聴覚検
査、発達相談等 

6月の保健センター相談日」 
毎口の生活の中で、 育児・健康面でお悩み

の方、保健婦・看護婦・栄養士がお待ちし、 

ゆったりした気分て沫目談が受けれノます。 

種 開 設 日 内 	容 

第1・第 3（水） 乳児・幼児の発 
6月 7 日・21日 達相言炎、育児の 

母と子一の 10時～12時 相談、お母さん 
相談日 13時～15時 の悩み，ご、と木目診乏 

（第3 の午後は など 
予糸く井目談て十す） 

第 2・第 4（水） 血J王の相談、食 
6月14日・28日 事の相言炎、心身 

成人の 10時三～12時 でこジ心配なこと 
相談日 13時～15時 など 

（第4の午後は 
予終井目談て十す） 

予糸く井目言炎は随時、電話で受け付けます。 

平成7年5月15日 10 

「身も心もさっぱりする

L健康相談室へどうぞ」
保健婦が相談に応じています

砂対象 市内にお住まいの方で、ご自身又は

ご家族の健康のことで心配されている

方

砂内容 血圧相談、病気の相談、心の相談、

健康についての話

砂料金 無料

砂持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

J舟L目d 所 月 日 H寺 間 はなしのテーマと時間

5月21日 10 : OO~ 
自律神経失調症かな と思

森の家
(日) 12: 00 

ったら清己を知って予防法を
知るfI (10 : 00~1O : 30) 

子供の相談

コミユニニア
10: OO~ 

5月25日 12: 00 
ィセンター

(木) 成人病の相談
個人相談のみ実施

栄 13 : OO~ 
14: 00 

長富消防 5月25日 10: 30~ 
総合健診を受けるコツ

センター (木) 12 : 00 
川通しこく受けて健康アッ
プ11 (11 : 30~12 : 00) 

幾島町 5月26日 10 : OO~ 特報/歯なしにならない話
集会所 (金) 12: 00 (11 : 30~ 12 : 00) 

5月26日 10 ・ 30~ 総合健診を受けるコツ
種井集会所

(金) 12 : 00 
、かしこく受けて健康アッ
プグ (11 : 30~ 12 : 00) 

旭町集会所
5月29日 10 : 30~ ちょっと気になる現炎い在まの病
(月) 12 : 00 気、ウィルス性肝あれこ

れ11 (11 : 30~12 : 00) 

小曲農村 5月29日 10: OO~ 自分で分かる健康チェック
婦人の家 (月) 12 : 00 (10 : OO~ 10 : 20) 

コミユニフー 5月29日 13 : OO~ 総合健診を受けるコツ
ィセンター

(月) 14 : 30 
、、かしこく受けて健康アッ

長橋 プ11 (14 : 00~14 : 30) 

6月1日 10 : 30~ 総合Rlt診を受けるコツ
田町集会所

(木) 12 : 00 
かしこく受けて健康アッ
プ11 (11 : 30~12 : 00) 

坂ノ上 6月1日 12 : 30~ 自分で分かる健康チエツク |
集会所 (木) 13: 30 (12 : 30~ 12 : 50) 

錦町集会所
6月5日 9 : 30~ 特報/歯なしにならない話
(月) 12 : 00 (11 : 40~12 : 00) 

新宮集会所
6月5日 13: OO~ ちょっと気になる現炎い在あまの病
(月) 15: 00 気、ウイノレス性肝 れこ

れH (14: 30~15: 00) 

コミユニア 6月6日 10 : 30~ 
総合健診を受けるコツ

ィセンター
(火) 12 : 00 

かしこく受けて健康アッ
中川| プ11 (11: 30~12: 00) 

福山消防 6月8日 13 : OO~ 
総合健診を受けるコツ

センター (木) 14 : 00 
れかしこく受けて健康アッ
プ11 (13 : 30~14 : 00) 

中崎保健協 6月9日 10 : 30~ 総合健診を受けるコツ
カ員(成問

(金) 12 : 00 
、かしこく受けて健康アッ

菜子)宅 プ11 (11 : 30~12 : 00) 

五所川原市役所宮35-2111 

「ーすぐすく健診一寸
惨ところ 働く財人の家・市保健センター

砂受付時間 12 : 30から12: 45 

砂持参するもの 母子健康手帳、パスタオノレ。3歳児には伊|人通知します。。3歳 児健診の場合は同封のアンケートを
記入しお持ちください。尿検査があります

ので、尿を小ピンに入れてもってくると使

利 です。

砂お願い ① 4ヵ月児健診にこれなかった土f

は、村l経芽細胞腫(小児がん)の検査セッ

トを、母子手I慢を持参の うえ、保健環境課

窓口にもらいにきてください。

②病気療養中(特に伝染性の病気)の子供

さんはご遠慮ください。病気療養中や体制

のよくない子供さんは翌月の健診を受ける

ことができますので保健環境課までご連絡

く7ささ レ、。

月 齢 対象児 と き 主な内容

平成7年 6月13日
小児科診察、神経

4ヵ月児 1月生まれ (火) 芽細胞腫セット配布
育児情報交換等

6ヵ月児 平成6年 6月20日 離乳食の試食
11月生まれ (火) 発達相談等

1歳児 平成6年 6月26日 育児情報交換

5月生まれ (月) 発達相談等

1歳 平成5年 6月27日
小児科 ・歯科診察

歯科保健指導
6ヵ月児 12月生まれ (火) 発達相談等

平成3年 6月15日
小児科 ・歯科診察

3歳児 12月生まれ (木) 尿検査、視聴覚検
査、発達相談等

「6月の保健センター相談日寸
毎日の生活の中で、育児 ・健康面でお悩み

の方、保健婦 ・看護婦 ・栄養士がお待ちし、

ゆったりした気分で相 談が受けれます。

手重 思リ 開 設 日 F大] ~てFチ千ー・

第 1・第 3(水) 学L児 ・幼児の発
6月 7日・21日 達相談、育児の

母と子の 10時~12時 相談、お母さん

キ同言炎日 13時~15時 の↑i当みごと相談
(第 3の午後は など

予約相 談です)

第 2・第 4(水) 血圧の相談、食
6月 14日・28日 事の相 談、心身

成人め 10時~12時 でご心配なこと

キRA炎口 13時~15時 f~ ど

(第 4の午後は
予約相 談です)

予約相談は随時、電話で受けイ、Jけます。

平成7年5月15日 10 
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